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楽しかった 2５日間の夏休みを終え、学校に子どもたちの弾ける笑顔が戻ってきました。背がぐ

んと伸びたり、日焼けして逞しくなったりした姿に、ご家族で素敵な思い出をたくさん作ったこと

が伝わってきます。 

さて、実りの秋を迎える 2 学期は、1年の中で一番長い学期です。子どもたち一人ひとりが「や

ってみたい」という目標をもち、自分自身の力でできることを一つずつ増やしていけるよう見守っ

てまいります。また、日々の学習や生活を通して「自分で考え、判断し、行動する力」をしっかり

と育んでまいります。子どもたちの「挑戦したい」という気持ちを、職員全員で温かく応援してい

きます。保護者の皆様、今学期も学校への変わらぬご支援・ご協力をどうぞよろしくお願いいたし

ます。 

教育実習生をお迎えしています。 

８月２４日より、浦河小学校に新しい風を吹き込んでくれる 2名の教育実習生をお迎えししてい

ます。北海道教育大学釧路校 3年生の田中梨々華（たなかりりか）さんと、愛知みずほ短期大学 2

年生の野上結李（のがみゆい）さんです。 

実は二人とも浦河小学校の卒業生であり、成長した姿で母校の壇上に立ってくれたことを、教職

員一同大変嬉しく思っております。 

実習生の二人にとって、教員を目指して現場で深く学ぶこの期間は、夢に向かって大きく踏み出

す大切な時間です。同時に子どもたちにとっても、身近な「憧れの先輩」であり、多様な価値観を

もつ大人と触れ合うことで、学びや生き方に対する視野を広げる絶好の機会となります。 

授業はもちろん、休み時間や掃除の時間など、日々の学校生活の中でたくさんの会話を交わし、

実習生と子どもたちがともに豊かな経験を重ねていけるよう支援してまいります。保護者の皆様

も、どうぞ温かく励ましの声をおかけください。 

 

浦河町立浦河小学校 学校だより 浦河小学校 教育目標 
「自ら学び  心豊かに 

自分の夢や希望の実現に励む子の育成」 

令和８年８月３１日発行 NO．６ 
 



【中間評価アンケート】ご回答ありがとうございました。 
 ７月に行いました「中間評価アンケート」について多数のご回答のご協力ありがとうございました。

いただいた結果を学校内で検討し、後期に活かしていきたいと思います。集計結果については以下

の通り掲載します。 

評 価 内 容 

（８０％以下の回答については色をつけております） 

当てはまる・まあまあ

当てはまるの割合 

お子さんは、基礎基本が身についていると思いますか。 ８２．６％ 

浦河小学校「大切にしたいこと」を知っていますか。 １００。０％ 

何でも言い合える学級になっていますか。 ７８．３％ 

お子さんは、自分のことは自分で行うことができていますか。 ８６．９％ 

お子さんは、自分で考え、判断し、行動することができていますか。 ８７．０％ 

学校が、働き方改革に向けた業務改善を行っていることを知っていますか？ ８７．０％ 

家庭における生活習慣が向上したと思いますか？ ６０．９％ 

学校は、幼稚園保育園小学校中学校高等学校が連携していることを知ってい

ますか？ 
８２．６％ 

お子さんの家庭学習の取り組みに対して、保護者の方は見たり、声をかけた

りしていますか？ 
８７．０％ 

地域の方が講師になり、子どもたちといろいろな関わりをしていることを知

っていますか？ 
９５．７％ 

学校は、保護者の方と連携が取れていますか？ ６５．２％ 

浦河小学校に対する満足度を教えてください。 

 
 

６．５／１０ 

 【成果】 

・浦河小学校が「大切にしたいこと」として掲げる方針が、ご家庭にも確実に届いていることが確認で

きました。 

・外部機関や地域と連携した多様な取組について、非常に高い認知とご評価をいただいております。 

・日々の学習指導や生徒指導につきましても、保護者の皆様にその成果を実感していただいているこ

とがうかがえます。 

【今後の課題に向けた取組】 

・アンケート結果からは、学校全体の満足度や家庭との連携において、保護者の皆様との間にわずかな

心理的距離が生じている状況が窺えました。今後は ICT 機器を活用した迅速な連絡にとどまらず、お

子様の良い変化や頑張りも含めて積極的に情報発信を行い、より相談しやすい関係づくりに努めます。 

・「生活習慣の改善が難しい」という保護者の皆様のご苦労や葛藤も浮き彫りとなりました。今後は学

校と家庭で重点項目を共有しながら取組を進めていきたいと思います。 

 

※学校と家庭が同じ方向を向き、子どもたちの健やかな成長を支えていけるよう、教職員一丸となっ

て取り組んでまいります。今後とも変わらぬご理解とご支援をお願い申し上げます。 


